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発刊にあたって

私逹は「このままては、盲人の将米に展望はllflかれない」という悲；1:1：感を持っ

て、 1961年 7月、大阪て 「文月会」(3年後、会名を 「H本盲人介’説,t研究会」とし

て「文）j会」を賂称と した。）を組織 し、 ①全I-Elにある 全ての大学が点字入試を実

施するよう働きかける。②在学生の学苦条件竪備を大学に求める とともに本会と

しても 支援態勢を整えて い く。③卒業後の就職相談 と支援を行うとともに職域の

拡大に努力する。④礼会に対する啓発活動を行うための調杏研究と出版活動を行

う。 という 4つの「l(Iりを実現するために活動を始めた。

戦後、宥人が初めて大学に辿学 したのは1949年て．．、当初は 3校てあっ た。 その

後盲青年の向学心は高 まり、私が進学した1954年には点字人試を実施して いる大

学は11校 と初めて 2桁になり、盲人大学生も50人弱になった。1955年にも 大学と

官大生は増加したが、それをヒ°ークに育学生は滅少傾向を辿った。 それは卒業後

の就職先が無くな り、「盲大学牛よ何処へ行く 」とか「大学は出たけれど」とか言

ったことが公然と 再われるようになり、私も 思、いもしなかった苦しく不安なつら

い就職浪人 2年を経験 した。

この様な状況を黙認すれば、せっかく 1iflかれた数少ない大学のI"]戸は広がるとゞ

ころか元の木阿備にな るだろう 。 それよりも盲人の大卒者は皆無に等 しく なり、

育人の文化 ・幅祉 ・職業 ・教育に将米大きな失点を残す と考えての文月会発足だ

ったと思、う 。

以米、事務所を大阪の私宅に附きそれぞれの課題とは役員が仕事の合1間をぬっ

て取り組み、牛歩のこ｀ と`くてはあったが地道な歩みを続けていた。 しかし、時代

の流れに呼応して盲人佃々のニーズが多様化するとともに社会の本会に対する期

待も高まり、問題解決のため1987年 7月当所て‘‘民家を借り 受け 「盲学生梢報セン

ター」 の希板を掲げた。会発足以来26年目に して ようや く専任のスタッフを揃え

活動の拠点を確保した次第てある。

その後、文月会が取り組んてきた目的を踏製していたが、これら の課題を解決
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していくためにはこれまての盲人大学生に関わる問題だけを土壌にしていては視

党障害者の周辺に横たわる役雑多岐に渡る問題は解決出米ない、視’シ也1布‘一占者の未 、

米は玉虫色どころか灰色てバラ色などはありえない、 という考え方にヽ ＇ 1：ちセンタ

ーの業務内容を変えざるをえなくなった。そして「羽ばたこうとしている若い人

や既に社会に巣立ち悪環境の中て趾辿 し よう としている人たちを事•ti'i-の許される

範囲て支援して行こう」という顧いをスロ ーガンに、 1994年 7月名称を「育学生

梢報センター」から「祝党1:t；t'占者支援総合センター」に変更し、決慈を新たにス

ター トした。

しかし、私達がな りふり構わず取り 組んてきた問題を振り返ってみる と、 大学

進学ては全且lにある国公私立知大をあわせて1129ある大学の内、），1ぇ字人試を実施

した大学は145校にしか過ぎな し、。 それも学部・学科によ っては未だに点字入試を

認めな いところもあり 、こ、、多分にもれず入試シーズンを迎えている今も若者の向

学心と 慈欲を削ぐ‘ような実態が現れてし、る。

学習条件整備にしても健常者 と同等の環境整備をしている大学は1校も無い。

現在院生を含め全国には150名の点字使用学生が学んているが、その在学生の 3分

の2の大学て教材作りは育学生任せてある。 センクーには鉗日 全国各地の学生か

ら電話や手紙てプリントやテキスト ・参考:;1::などを短期間て｀仕上げてほしい、 と

いう悲壮感を込めた点訳や朗読の依頼がある。センターてはそれらを支える会の

皆様にパソコン入力や朗読をお願いしている。もちろん大学からの依頼もあるが

1桁に過ぎな し‘o

卒業後の就職については 4年前、私逹の10余年に渡るねば り強い運動てゃっと

点字による国家公務員試験が実現した。 これに伴い自治体にも波及し、僅かなが

ら各種試験に点字が取 り入れ られるよう になってきているが、まだまだチャレン

ジのチャンスは少ない。 その上、各種試験に挑戦するための自己学習する一つの

方法てある試験問題集や虎の巻が点字ては皆無に等 しい。

センターては学習条件整備と共に試験問題集や虎の巻の点字料作りに努力 して

いるが、採舞を度外視しなければな らな いところがネ ック になっている。 また、

公務只試験には11紅害者特別枠試験という制度も大半の自治体て取`り入れているが、
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I心経に際して試験地に住所を有するものという制約がある上、点字使用者の応募

が認められてし、ないと ころなどが壁の一つになって Lヽる。

また、 Lし1l:l企業て1塙‘古者のill[)1J率がお題LIのように耳われてtヽるが、中ても視

謀：障‘古者のii9(II-Jが一番迎れている。センターては促辿策の一つと して、少なくと

も大手企業ては点字試験を尖施するよう指導してもらいたいと、日本隙害者屈用

促辿協会に 1.11し人れて いるが反応はもう 一つてある。

センターては、 1年樅き位に都道府県と政令都市の人事委負会と同教育委員会

に対し、 点字使J-l1者並びに低視力者に対する採用試験状況と計画などについて調

杏を行い、それをもとに）li':)1J促辿を働きかけている。今後は全国の市段階にアン

ケー トを行うと共に民間企業に対してもこの様な調究を実施し、雁用拡大を図ら

なければならないと息ってしヽ る 。

センターは発足 8年目を迎えたのを機に、センターの今後の在り方について示

唆を項くと共に、過去及び現在の大学辿‘-、斧状況並びに職域拡大の現状を総括し事

業促進につなげたいとし、う悲、し、か ら、 この r辿めよう視‘iむ1節害者の大学進学と職

域拡大jを企画した。

本書は、 3部 と7つの衰料から成って いる。第 1部は大学進学 ・学習権保節 ・

職業問題、第 2部は大学訪問記、第 3部は視党閥害学生の感想文てある。この紙

面て私事を言 うことはどうかと思、うがお許し項きたい。訪問記は盲人大学生が在

学 している大学の0.5％にも過ぎないが、 これだけ を見てもギャップは大きい。私

逹は、大学一つ一つ と当事者を交えて真剣に学習条件整備を話し合わなければ、

卒業後の就職試験にも大きく彩開することと思う 。第 3部の学生逹の喜びと期待

に反しないようセンターは努力して行かなければならないというのが私の執念て｀

もある。賽料編はそれぞれ参考にしていただければと思う 。

センターが今日あるのは、 言 うまてもなくセンターの事業を全ihi的にバックア

ッフ し゚て下さっている「盲大学生を支える会」てある。同会はセンタ＿直屈のグ

｝レープて、センター発足と同時に開催している専門点訳者実践捉成講座を修了し

た人たちを中心に朗説者 ・経済的支援者などて組織されており、 会且は北海逍力＇

ら沖縄まての人たち400人弱てある。それに民間助成団体のこ‘‘理解とご協力てパソ
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コン点訳システム・点字フ リ゚ンターなど各種没備を大手施設に勝るとも劣らない

状況にして下さ った ことは、感謝と L ヽう文字をどれはど‘;1仇、ても、 →•L 、尽くされな

い心境てある。

センターはこれまて1.-tlや自治体などからの公的衣令は令く 受 けてし、なし、し、 受

けられない。 それは、無，］忍可施設だからてある。即解あるLし1i:lU)j成1ヽl|1本てあって

も、センターの運営骰や人件骰などの助成は一切揺められな し、。従って、家賃 ・

光熱骰 ・ 人件骰 ・ 運営1しなど 一切は、私述が製作した図；1[節の必＿ 1 •ーてJliiわざるを

得ない。 この様な不安定な財政J店熊の中て、安定した密度の閥恥、サービスを批続

的に行うこと の難 しさ は火を兄るより IIJJらかてあるが、それこそ「やるしかない」

と恩う 。本米、この様なポ業は公的機関ない しは11」や自治体の助成令によ って成

されるべきてあり、特に学習条件整備などはボランティアに令て依存すべきては

ないと私はかねがね訴えている。入試・教材・ 1::i題集や／；もの巻などは「正確．迅

速」が一にも 二にも要求される責任ある 11 : -lliてあることを私は行政に；•JF えている

がこれまたなかなか理解してもらえなし ‘o

私逹は自助努力として社会幅祉法人の謁,,rと物件」収紺のための沢金辿成作りに

も努力している。が、なかなか刈ii：しい規制がlばし、A:,名となっている。法人化のJ-訪合、

まず保証金に匹敵するような現金沢産 1億円 (3年後には 3億円）が必災てあり、

物14••• も耐火建築てなければならないとされて L ヽる 。 特様のご協力とこ河！•fil名を 1頁き、

東京高田馬場を皮切りに名古屋・京都 ・大阪 ・・神戸などて｀合わせて 8阿の街頭カ

ンパ、東京虎ノ門ホールてのチャリテイコンサート 2l 1 fiを始めこ‘‘寄付や ．—,！｝き拍じ

ハガキなどの提供を受け、現在7000万円弱の浄財が寄せられている。

国際降害者年10年の時に、国は「1祁害者の完全参加と平抑」をアドバルンとし

て上げ、それなりの制度を作った。 しかし それは1(11.の通ったものてないため、仏

作って魂入れずになってしまっている。 その証IIJJとして個々の視党1硲害者がその

ことを実感するこ とが出米ないまま 今 11に至って いるからてある。 しかし私逹セ

ンター職員は不退転の気持ちてこれらの諸問題と取り糾んて｀、いく所存てある。 そ

のためには前述したことのはか、まだまだ多くの困難なハードルをクリアして行

かなければなら ない。皆様の一）昂のこ支援をお1履iいする次第てある。
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最後になったが、今11りも谷合i{i先生に全ifli的なこ・` 協力を項い
た。またレイアウ

トや校ilー：て、支える会の河辺Jふ子さん、高坂依子さん、藤田裕子さん
のお力添え

をTfit、た。また ‘1,1然のことながら荒JI杓子、 三井美樹、両職員に私のアシスタン

トとして 全而的に手伝っ てもら っ た 。 私はそれらの こ，•，恩に報いるためにまた関係

柘こ 1『I;.f1lliされるセンター作り をし、そ こを拠．点に皆様に頻ら
れ、かつ拠り所とな

る活動をして行きたし、と思ってしヽる。

1994年12月末

視党I樟古者支援総合センター所長 高橋 実

-5-



進めよう視覚障害者の大学進学と職域拡大
ーそのQ&Aと査料媒ー

目次

発刊にあたって（高橋実） ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 1 

第一部 大学進学・学習権保障・職業問題の10章 •••• •… …………………•12

第 1章 大学の門戸開放運動のあゆみと門戸開放の現状 ••……………………•12

問1.大学の視此障害者に対する門戸,rn放（点字入試）は、いつ頃から始められ
たのてすか。 また、その頃の進学者数の推移は どのようて したか。 …•••12 

問2.大学の門戸開放運動は、 どのような組織て、 いつ頃から進められたのてす

ヵ‘。 • • • • •・・・ ・ ・・ ・・・ ・ ・ ・・ ・・ ・・・・・・・・・・・・ ・・ ・ ・・・・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・・ ・ ・・・ ・・・・ ・ ・・・ ・・ ・ ・・・・・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・・ ・・・・・ ・・ ・ ・ ・ ・・ ・ 13 

問3.最近、大学の門戸開放 （点字人試）は進んている のて し`ょうか。 …… 14 

問4.文部省は障害者の大学入試について、各大学に対してどのような指導をし
てしヽ るのて‘す力‘0 ........................................................................ 15 

第 2 章大学進学希望者および大学入試センター試験 ・… ……………………••16

問5.視党障害者の大学辿学希望者は、増加していますか。最近10年間の年次別
推移を教えてくださし ‘0 ............................................................... 16 

問6.大学進学に備えて、どのような準備を したらよいのてしょうか。 •••… 17 
問7. 大学入試センター試験を受験したいのてすが、点字使用者および弱視者に

対して、 どのよ うな配應がされてし、ますか。 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18 

問8.センター試験の最近10年間の受験特別措置の状況を教えてください。

••• ••• •• •• ••• •••• ••••••••• •• ••••• ••• •• •• •••••••• •• •• •••••••••••• •• •• •••••• ••• ••• •••••• •••• •• ••• • 19 



II 次

第3章 点字入学試験を実施している大学と合格進学者の推移 ••………… … •20

I:i| 9．点字人学試験を実施している大学はどこてすか。国立 ・公立 ・私立 ・短大

片lj{こ教えてくださ lヽ。 •..... . ............. ....... .. ... .... ... ........ ...... .. .... ... .. ..20 

l:ill0. nij記の大学A. て、蔽近10年間の合格進学者は、どのように推移していま

すか。ま た、点字使HJ者の入学者が多かったのは、 どこ の大学て` すか。 22 

1廿lll． 人学試験の際に配應されて lヽ ることは、 どのようなことて｀すか。 •・ ・・・・ 23

i::112. 各大学て‘点字の人学試験問題は、どのような方法て作られているのてすか。

•• ••• •• ••••• •••••••••••••••• ••• ••••••••••• •• ••••••••••••••••••• ••••••••• •••• •••••• •• ••• •••• ••••• 24 

第4章 推蕨入学を実施している大学と入学者の状況 ••………… …………… •25

間13. 推l餅入学はし、つ頃から始められま したか。また、推刺入学の制度とはどの

ようなものて す`カ・ ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．25 

問14. 椎｝紺入学制度のある大学と、最近 (1990年以降）推廊入学者のあった大学

を教えてくださし、 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．ー・・・..26 

第 5章 学習権の保障・学習条件の整備について ・・•・ ・ ·・・ ・・・・ ・・・• •…• • ・・・ ・ ・・・ ・・• … •27

問15. 文部省は1旅害学生の教育活動に対して、どのような予額上の措置をとって

tヽ るのてし ょう力＇。 • • • ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．--27 

問16．点字教材（テキスト・ 参考沓など）は、どのように保障されていますか。

大学側の対応がどのようになされて しヽ るのか教えてくださ し‘。 ………… 28 

問17. 学習環境 （特に機器類） の整備は、どのように行われていますか。特に現

在購入可能な補倣機器（こつし、て教えてくださし ‘o ••••••• • ••••••• ••••••••••••• •• 29 

問18. 学習環境（特に点字辞書類など）の整備は、どのように行われていますか。

特に現在出版されj構人可能な辞書類について、また、 パソコンて利用てきる

辞脅•9こつし、て教えてくださし ‘0 ....................................................
.. 31 

問19. 学習環境（特に対面朗読室の設置 ・点字プロックの敷設など）の整備は、

どのよう 9こ行われてt、ます力‘o • •.•.•..•............••.. •. .. . .. ... . ......... .. . ...... 33 

問20.学瞥支援態勢（特に校内ボラ ンティア態勢・即害学生の相談窓口など）は、



H 次

どのよう（こ作られて し、ます力 ‘0 ...................................................... 34 

第6章学習権保障を支援する制度と諸機関 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 35

問21.点字図害が安く 購入てきるとllrlいていますが、点字図：評給付・:h業について
教えてください。 また、点字出版図内総合目録があるのて しょうか。

................................................................................................ 35 

問22 . 点字図叫•• • 録背図評の全国ネッ トワー ク 化が辿んて＼ヽると 1l ,r] L、て し、ますが、

その現状と利用の方法を教えてくださ L、。 •.... .. .... . .. ..................... . . . .36 

問23.「視党防害者支援総合センター」（盲学生梢紺センタ ー改称）について教え
てくださ Lヽ。 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 37 

問24. 「盲大学生を支える会」につ し、て教えてくださ し‘0 ........................ 38 

第 7章奨学金などの経済援助につI.,ヽて ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 39

問25. 奨学金を受けたし、と思し、ますが、 どのような制度がありますか。ま た、視

党11紅害者のための奨学金制度があるのて しょうか。 •.. .. . .. . .. ..... . ......... . 39 

問26. 「'ぷ士 ・盲学生点訳等介助事業」につし、て教え てくださし‘。 •..... .. .. .. 40 

問27. 「型明 ・朝日盲大学生奨学金」につし、て教え てくださし‘0 •• •• •••• • •• • ••• 41 

第 8 章職業紹介機関と職業訓練施設 ・ • .. . . .. .. . ... . ... .. . . .. .. . . .... . ............. . ....4 1

問28.現在、加害者の屈用促進を図っている公的機関には、ど のような とこ ろが

ありますか。そ こてはど のような対策がとられて し、る のてすか。 ……… 41 

問29.職業相談を したいと思いますが、どのような機関がありますか。ま た、就

職の際に活用てきる国の助成制度には、どのようなものがありますか。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・"・・・・・・・・・・ 42 

問30.視党障害者のための職業訓練施設には、どのような所があ りますか。施設

名と訓練内容を教え てく ださい。また、視党障害者用 ワープロの訓練を受け

たし、のて、` すが、 どこて‘受Hられます力≫。 •.... ............ . .. . ... ... . . .. . .. . . .... ..44 



II 次

第9章 大学卒業生の就職状況．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．45

問31.人．．、［卒業牛の進路 ・就職状祝は、 ー最近10年11:1(1985~1994)て’、どのように

推移してし、ます力 ’0 • •••••• • •••• • •••••••••••••••••••••• ••••••• • •••••••• ••••• ••• •••••• •••• 45 

l::]32．地）j公務且として就職した悦党1;i訊名（点：t：イ史用の大学卒業者）は、最近

10年1:ijて何人ぐ らL、いる のて しょうか。その自治体名と就職年度を教えてく

ださし、。 •. ..... ..... ...... . . ... .. ... . ................ . .. ... ........... .... .. ...... . . ...... .. 46 

I::] 33 ． 一般企業に 就職した視認Ih,'i•古者（点字使用の大学卒業者）は、最近10年間

て何人 ぐ`ら L、L、るのて しょうか。その企業名と就職叩文を教えてくださ L‘o

•••••• •• •••• •• ••• •••••• •••••• ••• •• ••• ••••• ••• ••••••••••••••• •• ••• •• ••••••••••••••••• •••• •••••• •• 48 

|::l34．一般企業の町・hlliiしな どに就職したル玲、職場介l1)J者が付（ナ られる と1サlL、て

L、ます力；、 どのような制度なの力＞教えてくださ L、。 •・ ・・・ ・ ・ ・ ・・・ ・・・・・・・ ・・・・・・ ・.. 49 

I:!)35. f,’,1；ネii：施設などに就職した視此lh'訊：者（．I．’計：使川の大学卒業者）は、飯近10

・年1lilて何人く‘‘らいいるのて` 、しょうか。その施設名と就職年度を教えてくださ

し‘0 ••• •• ••• ••••••••• •••••• •••••••••••••••••••• •••• •••••• ••••••••• •••• •••• •• •• •• •• •• ••••• ••• • • 50 

||i ] 36 ． 教育職はとして就職した視党1塙害者 ().h:• t：イ史） I J の大学・卒業者）は、最近10

イ1• |lll て何人 〈‘‘ら L 、 L ヽる のて‘｀ し ょうか。 その学校名と就職年度を教えてくださ

L 、。 • . ..... . .. ... . .. .. .. ... .... .. .... .. . .. ... .. .. . ..... ... .. ... . .. ...... ........ .... . .. . ......5 1

第10章職域の拡大をめざして ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．53

|l!l37．視此I),'1‘i'11；：者のI91;]|J促進述動は、どのよう にな されてきてし、ますか。そのあ

ゆみ と現在の状況を教えてくださ L、。 • •.. .... ..... ........ .... ............. .... .. . 53 

聞38.視党閲‘TI：者の）i1:lIlに関する蔽近の調森研究を教えてくださし‘0 ......... 54 

聞39.現在、地方公務員の採用試験て点字試験が実施されている地方自治体はど

こてし ょう か。また、教員採用成験て点字試験を実施しているところがある

のて しょう力 ’0 ........................................................................... 54 

問40.職域の拡大をめざ した誠近の述動などについて教えてください。 ・・・・・・ 56



[I 次

第二部 大学訪問記 ・・・・・・・・・...............................................................58 

1. 東京大学 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 58 

2.神戸市外国語大学 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.............61 

3. 花園大学 ・・・・ ・ ・・• . . . .......... . ......... . ..... . ... . . .. ...... . . . .... . .. . ......... . . . . 63 

4.龍谷大学...........................................................................65 

5.武蔵野音楽大学 ..................................................................68 

第三部視覚障害大学生の感想文 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 71

「私を変えてくれたボランティアとパソコン」

神戸市外国語大学 2年 ・佐木理人

「共に楽 しもう大学生活」 京都外国語大学 3年 ・，島津輝忠

「私のこれからをみてください／みなさん」国立音楽大学4年 ・坂巻II）1子

おわりに（谷合侑） ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 77 

［資料編］ ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．79

1. 日本盲人福祉研究会（文月全）ならびに

視覚障害者支援総合セ ンタ ー運動略史・・・・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ • . .......... . . ... . .. . ........80

2. 門戸開放大学一院．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 84

3.視覚聞害者支援総合センター事業概要．．，．．．．．，．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 90

4.盲大学生を支える会規n1J...............................................................91 

5.富士 ・盲学生点訳等介助事業規程．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 92

6.型明 ・朝H盲大学生奨学金規程 ．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 94

7. 視党閣害者支援総合センター助成協力団体ー競，．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．99

［著者略歴］ ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.. 100 

［主な著書］ ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・100



進めよう視覚障害者の

大学進学と職域拡大

そのQ&Aと資料集ー一



進めようt)蒻糾和，I;:名の大学辿学：と職）i対／i.人・

第一部 大学進学・学習権保障・職業問題の10章

第1章 大学の門戸開放運動のあゆみと門戸開放の現状

問 1. 大学の視覚障害者に対する門戸開放 （点字入試）は、いつ頃から始められ

たのですか。 また、その頃の進学者数の推移はどのようでしたか。

答． 戦後、視‘jむI堺‘害者に対して大学が1"ljiを1ー｝｝］し、たのは、祈 しし、教育制度が発足

して1iりもな し‘、1949（昭和24)年のことてす`。 この年、同志社人:.-','・稲Ill)ゞ ・II

本大の 3校が、点字による人学試験を実施 しました。 そして、 hil必社大文学部に

2人、早稲田大文学部に 2人、政経＇芥部に 1人、 II本大法学部に 1人が、令格 ・

辿学 してい ます。

門戸開放（点字入試）のきっかけを作ったのは、進学：適性検脊の点字試験てし

た。 この制度は、 1947年に作 られ、翌年 2}]に 第1[Illが尖施されましたが、 この

時、 一人の盲学生が点字受験を申し込んだのてす`。文部省は初め受験を認めな し、

方針て し たが、 G H Q の勧告により尖施に踏切り ま した 。 そして、，1！.i'-i•: | ll l ：出 の作

成方法を始め、試験場の室温を19度に1呆つこと（低温だと、1],1：字を触咄て'̀き なくな
る）などの基礎的研究に取り組みま した。 この文部省の方針が、 1i1i叫 3校のl"Jii 

開放に結びついたのてす。

1950年には、同志社大法学部 ・早稲II」大教育＇学部、 51年に は、東ぷ教育大教育

学部 ・立正大経済学部 ・立命館大法学部、 52年には、日本社会事業大 ・明治学院

大 ・南山大へと拡大されていきました。

視党障害者（点字使用者）の大学辿学が、その後どのように椎移 して いったか

を見ますと、 表 1のとおりてす。1954年には11大学へ16人が、翌55年には10大学

へ15人が合格 ・進学 していますが、これをヒ°ークに、以後は毎年数名と、低水準

て推移していることがわかります。
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表 l 大学進学者の推移 (1949~1960)

{, •. 炭 |1949150 I 51 I 52 I 53 I 54 I 55 I 56 I 57 I 58 I 59 I 60 

大学：数 3 2 4 7 5 11 10 4 3 3 6 3 

辿学：打数 6 3. 4 7 8 16 15 4 3 4 6 3 

問2. 大学の門戸開放運動は、どのような組織で、いつ頃から始められたのです

か。

答． 1"］戸1}t1放迎動が糾織的に始め られたのは、1965（昭和40)年といえますが、

そこに至る経過を見てみますと、次のとおりてす。

1951年9)j、 当時の行大学生たちは横の辿絡を保とうと、 「日本盲大学生会」を

発足させ、年 1回の大会をIHI催していました。 しかし、 1958年、後援会組織 との

聞て` スムーズな結論がえられず、大会のIitliiドが不可能になりました。会は事実上

泊滅することになり、以後、盲大学生たちは全国栢報がえ られな いまま、孤立 し

た状況におかれてしまいました。

1961年 7月、この状況を装えて、大学を卒業 し社会て活躍 している OBが中心

となり、大学在学生をも含めて、「文月会」が結成されました。全国組織を復活さ

せることによって、官大学牛のI‘l1Jf|i交換の場を作 り、大学の門戸聞放を進めよう、

とのI-1的のもとに同志が梨まったのてす。「文月会」は、 1964年に 「日本盲人福祉

研究会（文月会）」と 改称し、翌65年には、「大学辿学促進大会」を開催 して 「宣

言」3項Fl・「決議」5項目を決定し、 1"1戸聞放運動に本格的に取り組む ことにな

ります。

1966年には、大学進学希望調杏を全国の盲学校を対象に実施 し、その結果をも

とに「盲人の大学進学座談会」を聞催しています。翌67年には、 「盲人の大学進学

対策委員会」を発足させ、門戸聞放に協力するようにとの要請文書を、全国200校

の大学へ送付しています。

1973年は、次の 3つのてき ごとにより画期的な年になりました。

1つは、文月会などの要望により、文部省が全国の大学に対して「昭和49年度

大学入学者選抜実施要項」の中て‘‘、身体障害者の受験の機会を促辿するよう配應
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すべきこと、を指示した こと てす。

2つは、盲学校高節部に将通科が設置されたことてす。 これまての盲守：校は、

職業課程 といえば理朕科が唯一のものてあり 、理旅業に就く職業人を投1成す るこ

とが、 盲教育の主な 日(I勺てあったといえます。削；：辿科の設i在は、こ の芳えを打ち

破った ことに大きな岱、義があります。これ以後、大＇学辿学をII指す盲学牛が増加
してい くことに なります。

3つは、東京都の地方公務具採用試験て初めて点字試験が尖施されたことて｀す。

この試験の結果、翌74年には、東京都は 2名を合格採用 しています。公務員への

門戸が初めて1lflかれたのてす。

なお、 I“1戸1}廿放述動の詳 しい経過については、巻末沢料 lを参照してください。
また、次の図紺をおすすめします。

『視党閲害者 と大学シ リーズ1一門戸聞放40年の歩みー』日本盲J＼ネi，汁ii：研究会

盲学生梢報センター 1990.12.1 

創立30周年記念誌ー 『Fl本盲人福祉研究会 （文J-J会） 30年のあゆみ』H本盲人

福祉研究会盲学生梢報センター図曹 1出版 1992.3.31 

問3．最近、大学の門戸開放（点字入試）は進んでいるのでしょうか。

答． 日本盲人福祉研究会の30年に及ぶ1:"1戸聞放述動の結果、 1987（昭和62)年に

は初めて100校を越え、 1994（平成 6)年には145校になりました。

1994年 4月現在の門戸開放状況を見ますと、表 2のとおりてす。

4年制大学534校のうち、門戸聞放校は119校（聞放率22.3%)、短期大学595校

のうち、門戸開放校は26校（間放率4.4%)となっています。 4年制大学を学校種

別に見ますと、国立25校 (25.5%)、公立 9校（19.6%)、私立85校 (21.8%) と

なっています。

これを 7年前の1987年の調査結果 と比較してみますと、 4年制大学て開放率が

18.6％から22.3％へ3.7％の増加、学校数て31校の増加てす。短期大学て'̀1m放率は

2.5％から4.4％へ1.9％の増加、 学校数て12校の叱湘lとなっています。

この 7年間て43の大学が新しく門戸を開いたことになりますが、この数が飛躍
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的に増加して、視党ll霰古者 （点字使用者）が全国 と、`この大学ても希望する大学に

受験てきる 日が実現するように、さらに運動を継続していかなければなりません。

表 2 大学の門戸開放状況 (1994.4現在）

種｝｝l l 学校数 1"1戸ll}]放の学校数 開放率（％）

国立 98 25(14 + 11) 25.5 

大 公立 46 9(4+5) 19.6 

学 私立 390 85(71+14) 21.8 

:; 1・ 534 119 (89 + 30) 22.3 

I I. l.w •. 37 1(1+0) 2.7 
短
公立 56 

゜ ゜
期
大 私立 502 2505+10) 5.0 
-ヽ．1J,. ・ 

計・ 595 26(16+10) 4.4 

注l.大学：数は、 1993年5月現在の文部省調杏の数。
注2.( )内 の前の数は 、 •最近10年間に，点字試験を 実施し

た大学の数、後の数は、それ以前に点字試験を実施

した大学の数。

問4. 文部省は障害者の大学入試について、各大学に対してどのような指導をし

ているのですか。

答 文部省は、障害者を利i極的に受け入れるようにとの趣旨て、次のような通知

を全国の同公私立大学長 ・国立短期大学長あてに、毎年出しています。平成 7年

度の内容を見ますと、 「平成 7年度大学入学者選抜実施要項について（通知）」の

第 4項目に、次のような記述があります。「4.身体に障害のある入学志願者の試

験に当たっては、従米から特別の措附をとることについて配應を求めていたとこ

ろてあるが、 この特別措置については、以下のことが考えられるのて、必要に応

じ、 この例示を参考 とするなど更に配應すること (1)視覚障害者一試験時間の延

長、点字 ・拡大文字による出題、拡大解答用紙、特定試験場の設定など (2)聴覚

障害者一（省略） （3）肢体不自由者一（省略）」

点字使用者および弱視者に対しては、 点字 ・拡大文字による出題をす ること、

試験時間を延長すること、別室において試験を実施すること、が明記されていま
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す。また、このことが充全に尖施されるように、「11| {／：大学：におけるI祁古者受け人
れのための子額上の措附」 がとられてし、ます 。 '|;•成 6 年度の 1’· ぅ；t栢は、 lO IEI ゞl：大

学に点字使用者 ・弱視者が受験するものとして柏籾されています。

ア．超過勤務手当（点字試験の尖施）j法等の検討） 845)j|’l 

ィ．諸謝金 （点訳者に対する謝金） 96 

ウ．講師等旅骰（点訳者の旅西） 104 

工 校骰（拡大読，1［器的のf，lii品、ii'i耗，品の購入経骰） 673 

詐j・ 1,718)j円

l校当たり約172万円に なります。以上のような行政指禅・J戸．3;［措樅がとられて
し、ることから、 Ill立大学ては点字試験が尖施されやすし、閑境にありますが、 一）j‘
私立大学（短期大学を含む）に対しては通知が出されているにもかかわらず、 Inl

じ趣旨の予額措tiりがと られてし、ません。そのためて し`ょう か、点字試験を拒否す

る大学が未だに多数あるということは、残念なことて｀す。文部省の手）駁い行政指

導が、さらに徹底されるよう期待します。

第2章 大学進学希望者および大学入試センター試験

問5．視覚障害者の大学進学希望者は、 増加していますか。最近10年間の年次別

推移を教えてく ださい。

答．大学受験希望者数の推移を最近10年11¥J (1984~1993)てみますと、表 3のと

おりてす。

受験希望者がもっ とも少なかったのは、1985年て、受験希望者総数は42人てし

た。う ち41人は全国の盲学校23校からの希望者て、 1人は行学校外からの希望者

てした。42人のうち点字受験を希望 した人は21人てした。ま た、受験希望者がも

っとも多かったのは、 1992年て、受験希望者総数は82人て｀した。うち77人が全111
の盲学校32校からの希望者て、 5人は盲学校外からの希望者てした。 82人のうち

点字受験を希望した人は50人てした。

以上のように、大学受験を希望する視党閣害者は、全国の盲学校あるいは統合
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教行を受けてし、る将辿闊校か ら、50~80人の間て＇` 椎移していることがわかります。

表 3 大学受験希望者の推移 (1984~1993)

ーイI '・ 炭 1984 85 86 87 88 89 90 91 92 93 

希望行総 数 46 42 67 54 51 57 63 66 82 57 

(1) (1) (3) (6) (8) (4) (2) (3) (5) (1) 

盲学校数 17 23 18 23 16 17 20 25 32 22 

点字受験者数 24 21 41 37 37 30 43 45 50 29 

注．l. ( )内は、盲学校外か らの受験希望者数

t i:•2 . fo年12)J木LIの11本盲人福祉研究会の調森によ る数

問 6.大学進学に備えて、どのような準備をしたらよいのでし ょうか。

答． てきるだけ早くから辿学の意志を固め、あらゆる努力を して実力を旋成し、

希望校を迎切に選択して、 受験に備えるべきて'‘す。進学を目指す者と して、特に

必要なことを上げますと 、次のとおりてす。

(1) 点字に習熱すること一 最近のI!il起は、読む址が著 しく多くなる傾向にあ

ります。点字受験を認めてし、る大学ては、許通1.5倍の時間延長を認めています

が、それても点字を昴く」．I「．確に諒み書きする能力は要求されてきます。

(2) 試験問題に・tttれる こと一 希望校の最近の試験問題を取り寄せ、 I・問題の傾

向と同II寺に点訳方法など、よく研究しておく必要があります。特に、点訳には一

定の約束があり、現在ては広く 「人試問題点訳要領」（全国高等学校長協会入試点

訳事業部編 ・発行）が使用されて し、ますのて‘‘、これを一読して試験に臨むとよい

てしょう 。 また、 •'点字校振試験が年 1m10数 1且I 実施されていますのて｀｀、入試点訳事

業部（事務所 ・筑波大付屈盲学校内）に1lilし、合わせるとよし、てしょう 。

(3) 生活訓練をしておくこと― これは特に進学に限ったことてはありません

が、単独歩行をはじめ、 学生寮に入ったり、合宿に参加 しても困らないように、

生活訓練を しておく必要があります。祝覚障害者支援総合センター （以下、支援

総合センター という）ては、門戸開放の交渉を大学側とする時に、危険箇所に対

する安全対策、必要な箇所に点字表記をすること、などの他には、盲学生のため

に特別な施設改善（例えば段差のスロ ープ化 ・ト イレの改造など）は必要としな
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い、 とし、う考えを原則にしています。

(4) 視此1旅害者Jllワープ口的に酋熟しておくこと―K学に人りますと、論文
等を叫 く機会が多くなります。従米はカナ タイプ ・英文タイフ°・オフ タ゚コンなど

の技術を修得するようにすすめてきましたが、 これらの技術と合わせて、ワープ

ロの技術を修得する こと が必須条件になってきています。 このこと は、大学・在学

中のみてなく、就職に際しても有利な条件になります。

(5) 点訳 ・朗読ボラ ンティア との関係を大切にすること一 点（訳 .J'.!Jl読ポ` ラン

ティアの協力 は、受験の時：期のみてなく、長い学栢l生活を辿して必災冴詞Iクくなも

のてす。 礼を失 しないように、人間関係を大り）にす るよう 心がけてください。

(6) 支援総合センタ＿に相談する こと一 大学辿学の こと、人学後の学習権の

保障の問題、卒業時の就職の問題など、支援総合センターを柏極的に活用してく

ださい。なお、支援総合センターの活動内容については、 I:i123．の項て詳 しく説

明してありま す。

問7.大学入試センター試験を受験 したいのですが、点字使用者および弱視者に

対して、どのような配慮がされていますか。

答． 1991（平成 2)年度から、従米の「共通第一次学力試験」か ら 「大学入試セ

ンター試験」に改称されました。 この試験は、国公立大学入学者選抜制度におい

て、大学教育に必要な基礎学力の 1つとして、受験生の高等学校の段階にお ける

一般的 ・碁礎的な学習達成の程度を評価す ること を1」的に、 1979年度から実施さ

れたものて す`。制度発足の当初か ら、1！収害受験生の申訥に碁づいて、その1硲害の

種類と程度に応じて、受験特別措置が講 じられています。

点字使用者には点字問題が用意され、試験時11りは1.5倍になっています。 また、

問題の内容についても、泌字カナ混じり文の問題を点訳する過程て‘ 、̀泌文等をカ

ナ書き の書 き下し文にしたり、触読てきなし、複雑な図を文雌化する等の、問題修

正が行われています。 しかも、そ の内容および難易度は、てきるかぎ り銀字問題

と等価に保たれるように努力されています。一般学生に対する畢字問題を単に点

訳するだけの出題て‘‘はないという こと て‘す。
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弱視者に対しては、 1984年度から拡大文字（拡大率1.4倍） による試験1問題が供

りされるようになりま した。拡大文字問題を希望 した受験生には、拡大文字問題

とJじの問題との両方が供りされます。また、 1988年度から1.3倍の時澗延長も認め

られるようにな りました。

問 8.センター試験の最近10年間の受験特別措置の状況を教えてください。

答． まず、視此Iii,]‘-1り者の受験者総数の椎移を見ますと 、1980年代後半には30人台

てあったのが、 1992年以降には50人台へと増加しています。1994年には59人と、

今まてて｀もっ とも 多くな って います。

視如塙害者に対する特別措附は、 8項目 (A~H)あります。その内容と 10年

間の人数の推移を見ますと、表4のとおりて'‘す。

点字使用者に関する1.i項としては、A. 点字1問題を点字て＇` 解 答 H. 点字器等

の試験場ての保管 （1990年から追加）の2項目て｀、、あとの項目は、弱視者に関す

ふli項になっ ていま す。Aの方法は、当初から時間延長1.51音と 別室ての実施が認

められて いますのて‘ヽ 、特別措置の項目には入って いません。

点字受験者の人数の推移を見ますと、 1993年の20人がもっとも多くなっ ており 、

表 4 受験特別措置を受けた人数の推移(1985~1994)

年 度 1985 86 87 88 89 90 91 92 93 94 

視捻障古名総数 32 36 39 38 57 40 49 51 53 59 

内訳（延べ数）

A.点判問題を点字て解答 1 1 12 13 10 17 14 13 18 20 15 

B.一般I問題を文字て解答 1 1 7 15 21 33 23 27 25 22 36 
C.試験時間の延長(l.3倍） 16 19 15 19 17 19 25 

D.拡大文字l問題の準箇 14 11 13 21 24 15 20 22 22 27 

E.拡大鏡等の持参使用 16 10 21 18 24 17 27 23 22 35 

F.窓側のIIJIるい座席を指定 12 ， 13 13 24 15 15 ， 8 11 
G.照明器具の準備 11 2 3 2 2 4 7 5 5 7 

H.点字器等の試験場てのi屈窮 3 ， 12 ， 7 
（資料提供 ・大学入試センター 藤芳 衛氏）
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立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。
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